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あ
り
が
と
う 

そ
し
て 

さ
よ
う
な
ら

有
線
放
送
電
話

有
線
放
送
電
話

　
戦
後
の
急
速
な
経
済
復
興
の
中
で
、
農
村

の
生
活
様
式
も
近
代
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

富
士
見
町
で
も
昭
和
30
年
の
町
制
発
足
翌
年
、

富
士
見
町
農
協
が
主
体
と
な
り
、
有
線
放
送

電
話
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
　

　
そ
れ
か
ら
早
50
余
年
、
有
線
放
送
電
話
事

業
は
町
の
成
長
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
町
内
で
の
有
線
電
話
加
入
率
は
、
80
数
パ

ー
セ
ン
ト
を
推
移
し
、
一
日
４
回
の
定
時
放

送
の
他
、
各
集
落
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
緊
急

放
送
、
小
中
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
の
他
、

定
額
で
使
え
る
電
話
と
し
て
、
町
民
生
活
に

密
着
し
そ
の
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
有
線
放
送
電
話
も
、
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
間
も
な
く
そ
の
任
務
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
長
い
間
お
茶
の
間
の
声
と

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た

放
送
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
思
い
出

と
と
も
に
、
有
線
放
送
電
話
の
歴
史
を
振
り

返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
四
十
数
年
も
前
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
私
が
娘
時

代
を
過
ご
し
た
有
線
放
送
電

話
交
換
室
で
の
懐
か
し
い
お

話
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
当
時
の
お
知
ら
せ
は
、
す

べ
て
生
放
送
で
し
た
か
ら
、

そ
の
時
々
そ
の
場
面
毎
が
勝

負
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
し
た
。

技
術
を
研
く
た
め
に
日
本
農

村
放
送
職
員
研
修
所
で
長
期
間
の
研
修
を
受
け
、
電
話
応
対
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
信
越
大
会
へ
の
出
場
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
で
一
番
緊
張
す
る
の
が
火
災
の
緊
急
放
送
で
し
た
。
現
在

は
消
防
署
に
直
接
火
災
通
報
が
入
り
、
消
防
担
当
職
員
が
放
送

を
流
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
す
べ
て
電
話
交
換
室
に
通
報
が

入
り
消
防
署
に
連
絡
し
、
同
時
に
放
送
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
か
ら
、
沈
着
冷
静
で
の
対
応
を
学
び
ま
し
た
。

　
又
、
殆
ど
の
家
庭
に
導
入
さ
れ
た
有
線
放
送
電
話
の
交
換
業

務
は
手
動
で
し
た
。
受
話
器
を
上
げ
る
と
交
換
台
に
ラ
ン
プ
が

つ
き
、
交
換
手
が
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
を
付
け
ジ
ャ
ッ
ク
を
挿
し
て

加
入
者
に
対
応
し
ま
す
。
「
何
番
か
ら
何
番
へ
」
と
言
わ
れ
る

と
、
も
う
一
方
の
ジ
ャ
ッ
ク
を
相
手
の
番
号
へ
挿
し
込
ん
で
「
何

番
さ
〜
ん
、
何
番
さ
〜
ん
」
と
相
手
の
方
を
呼
び
出
す
の
で
す
。

と
て
も
原
始
的
な
も
の
で
し
た
。
特
に
朝
と
夕
方
に
利
用
が
集

中
し
、
こ
の
時
間
帯
は
六
人
の
交
換
手
で
対
応
し
ま
し
た
が
、

対
応
し
き
れ
ず
苦
情
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
い
や
な
事
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
定
時
放
送
を
す
る
と
反
響
も
多
く
、

「
今
晩
放
送
し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
と
て
も
歯
切
れ
が
良
く
て

聞
き
や
す
か
っ
た
よ
！
」
と
か
「
お
知
ら
せ
の
な
い
と
き
は
、

時
候
の
挨
拶
や
季
節
の
行
事
の
い
わ
れ
を
放
送
し
た
ら
ど
う

か
。
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
励
ま
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
時
代
と
共
に
有
線
電
話
も
昭
和
四
十
六
年
頃
自
動
化
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
四
月
か
ら
の
新
告
知
放
送
は
、
情
報
発
信
や

緊
急
放
送
と
し
て
形
を
変
え
て
歴
史
を
刻
み
ま
す
。
貴
重
な
有

線
放
送
電
話
の
歴
史
の
中
で
、
業
務
に
関
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
私
が
担
当
し
た
期
間
の
一
番
の
思
い
出
は
有
線
引
っ
越
し
で

す
。
当
時
有
線
室
は
別
棟
に
独
立
し
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
本

庁
と
は
離
れ
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
の
庁
舎
に
建
て
替
え
ら
れ

る
と
同
時
に
、
有
線
室
も
本
庁
の
中
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
電
話
機
も
ダ
イ
ヤ
ル
式
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
に
。
そ
れ

に
と
も
な
い
電
線
の
張
り
替
え
、
電
柱
の
建
て
替
え
、
新
し
い

放
送
機
械
の
使
い
方
等
、
庁
舎
か
ら
の
放
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
切

り
替
わ
る
準
備
に
忙
し
い
毎
日
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
が
ま
だ
完
成
を
見
な
い
中
、
二
階
の
放
送
室
と
機
械

室
だ
け
が
一
番
早
く
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
有
線
の
放

送
や
通
話
が
使
用
で
き
な
い
日
が
な
い
よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
た

の
で
し
た
。
そ
し
て
毎
日
毎
日
一
日
二
回
、
工
事
中
の
庁
舎
の

中
へ
放
送
の
録
音
取
り
に
行
く
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ

て
旧
庁
舎
か
ら
通
い
ま
し
た
。
工
事
の
人
が
通
路
の
確
保
を
し

て
く
だ
さ
り
、
安
全
面
に
は
気
を
遣
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

外
は
工
事
の
す
ご
い
騒
音
、
一
つ
扉
を
開
け
て
一
歩
部
屋
に
入

る
と
物
音
ひ
と
つ
し
な
い
静
け
さ
で
、
こ
の
静
と
動
の
正
反
対

の
世
界
に
同
時
に
浸
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
人
間
っ
て
勝
手
な

も
の
で
、
あ
る
時
は
あ
る
こ
と
が
あ
た
り
前
に
思
え
、
な
く
な

る
と
思
え
ば
「
な
ん
で
？ 

必
要
じ
ゃ
ん
。
」
と
す
ご
く
愛
し
く

思
え
た
り
し
ま
す
。
三
人
の
息
子
の
そ
れ
ぞ
れ
の
園
児
か
ら
中

学
生
ま
で
、
連
絡
網
と
し
て
、
ま
た
親
同
士
の
会
話
等
に
一
番

使
用
し
た
有
線
で
し
た
。
今
は
夫
と
二
人
、
有
線
を
使
用
す
る

機
会
も
減
り
、
息
子
達
か
ら
の
声
は
有
線
か
ら
ケ
イ
タ
イ
に
移

っ
て
い
ま
す
。

有
線
放
送
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
だ
道

金
井
利
知
子

（
担
当
期
間
　
昭
和
40
〜
45
年
・

53
〜
55
年
）

有
線
の
思
い
出

小
池
清
香

（
担
当
期
間
　
昭
和
62
年
〜
平
成
３
年
）

▲昭和40年代前半の電話交換（金井さん）
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こ
の
度
有
線
放
送
電
話
の
役
割
が
終
わ
り
、
新
し
い
シ
ス
テ

ム
に
変
わ
る
と
の
こ
と
…
。
若
い
頃
毎
日
向
き
あ
っ
て
い
た
職

場
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

　
た
だ
、
今
で
も
各
分
団
で
流
れ
る
火
災
予
防
運
動
の
テ
ー
プ

の
声
は
、
二
十
歳
頃
の
私
で
す
。
そ
の
後
三
十
年
間
も
使
っ
て

い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。

　
当
時
担
当
し
て
い
た
仕
事
は
、
定
時
放
送
や
広
報
用
テ
ー
プ

の
録
音
、
庁
内
電
話
交
換
、
有
線
特
別
会
計
や
有
線
工
事
関
係

の
事
務
で
し
た
。
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
励
み
に
な
っ
た
の

は
、
信
越
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
修

に
参
加
し
、
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
に
も
何
回
か
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
元
企
業
で
電
話
交
換
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
有
線
の
先
輩
同
様
、
電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
諏
訪

地
区
大
会
で
優
勝
で
き

た
の
は
、
あ
の
頃
の
仕

事
の
経
験
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
す
る
と
共
に
、
富
士

見
町
の
更
な
る
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
富
士
見
に
来
て
か
ら
二
十
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
十
五
年
と
い
う
長
い
間
、
有
線
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
始
め
た
ば
か
り
の
四
苦

八
苦
の
事
で
す
。
何
し
ろ｢

富
士
見｣

も｢

ア
ナ
ウ
ン
ス｣

も
初
め

て
づ
く
し
で
、
す
べ
て
「
一
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ま

ず
、
基
本
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
同
僚
の
方
に
文
字
通
り

「
手
取
り
足
取
り
」
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
専
門

の
先
生
に
も
き
び
し
い
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
新
米
だ
か
ら
…

と
き
っ
と
大
目
に
見
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
考
え

て
も
冷
汗
が
出
そ
う
で
す
。
　�

　
そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
「
ア
ク
セ
ン
ト
」
で
す
。
特
に

地
名
に
は
参
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
私
の
在
所
の
近
く
に
「
高

森
」
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
ア
ク
セ
ン
ト
が
違
う
ん
で
す

ね
。
マ
イ
ク
の
前
に
座
る
と
、
ど
う
し
て
も
言
え
な
い
の
で
す
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
「
高
森
…
」
と
「
ブ
ツ
ブ
ツ
」
。
テ
ー
プ

に
吹
き
込
ん
で
練
習
も
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数

え
き
れ
ま
せ
ん
。

　
今
に
な
っ
て
み
ま
す
と
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
、

お
叱
り
を
受
け
た
り
と
、
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
た
毎
日
だ

っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
有
線
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
に
な
っ
て
、
二
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
担
当
に
な
っ
た
当
初
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

専
門
に
習
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
本
当
に
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ

う
か
と
不
安
だ
ら
け
で
、
「
声
の
大
き
さ
は
こ
れ
で
良
い
ん
だ

ろ
う
か
？
」
「
原
稿
を
読
む
ス
ピ
ー
ド
は
遅
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う

か
？
」
と
何
度
も
録
音
し
た
放
送
を
聴
き
直
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
放
送
の
時
間
に
な
り
自
分
の
声
が
流
れ
る
と
緊
張

し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
と
言
う
か
、
今
も
緊
張
し
ま

す
が
…
。

　
あ
と
少
し
で
、
有
線
放
送
電
話
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
新
た

な
形
で
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
残
り
一
月
余
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
気
持
ち
よ
く
聴
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

有
線
放
送
の
担
当
に
な
っ
て

河
西
　
猛

（
担
当
期
間
　
平
成
19
年
〜
20
年
）

担
当
当
時
を
ふ
り
返
っ
て

小
林
千
代
加

（
担
当
期
間
　
昭
和
54
年
〜
61
年
）

新
米
の
頃
の
思
い
出

五
味
道
子

（
担
当
期
間
　
昭
和
63
年
〜
平
成
14
年
）

◆
昭
和
３１
年
１０
月

　  
農
林
水
産
省
補
助
事
業
に

　  

て
富
士
見
町
農
業
協
同
組

　  

合
が
有
線
放
送
電
話
事
業

　  

を
開
始

◆
昭
和
３４
年
４
月

　  

富
士
見
町
が
郵
政
省
の
事

　  

業
認
可
を
受
け
る

◆
昭
和
３５
年
１２
月

　  

富
士
見
町
有
線
放
送
電
話
発
足

◆
昭
和
３７
年
１０
月

　  

全
町
通
話
開
通

　   

（
山
梨
県
白
州
町
大
武
川
を
含
む
）

◆
昭
和
４４
年
１２
月

　  

有
線
放
送
幹
線
改
修
工
事
竣
工

◆
昭
和
４６
年
９
月

　  

有
線
放
送
自
動
式
改
修

　  

工
事
竣
工

◆
昭
和
４７
年
６
月

　  

有
線
放
送
電
話
と
電
電
公

　  

社
電
話
接
続
開
始

◆
昭
和
５３
年
１２
月

　  

有
線
放
送
自
動
化
（
ペ
ー

　  

ジ
ン
グ
放
送
開
始
「
区
内

　  

放
送
」・
３６
集
落
）

◆
昭
和
５５
年
４
月

　  

有
線
放
送
電
話
の
電
電
公
社
電
話
接
続
廃
止

◆
昭
和
５５
年
１２
月

　  

有
線
放
送
交
換
機
１
０
０
回
線
増
設
し

　  

７
０
０
回
線
に

◆
昭
和
６３
年
６
月
　

　  

有
線
放
送
電
話
デ
ジ
タ
ル
交
換
機
に
改
修

◆
平
成
１９
年
５
月
　

有
線
放
送
電
話
運
営
審
議
会
答
申
に
よ
り
、
有

線
放
送
電
話
は
平
成
２２
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て

廃
止
・
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
平
成
２１
年
４
月
１

日
よ
り
運
用
開
始

▲昭和54年頃の録音風景
　　　　　　（小林さん）

　 

総
務
課 

文
書
情
報
係

　
　 

☎
６
２
‐
９
３
２
１
　
　
９
３
２
１

※
こ
の
4
月
よ
り
お
知
ら
せ
放
送
は
新
し
い
端
末
機
に

　
変
わ
り
ま
す
が
、
電
話
機
能
は
平
成
２２
年
3
月
末
ま

　
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
朝
６
時
30
分
、
季
節
の
メ
ロ
デ
ィ
と
と
も
に
流
れ
て

く
る 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
」 

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

　
耳
に
馴
染
ん
だ
あ
の
声
が
聞
か
れ
る
の
も
、
あ
と
わ

ず
か
で
す
。

新設当初の電話機

ダイヤル式電話機に
変更（昭和46年）

▲

▲

問

有
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　 上下水道課 庶務経理係
　　 　☎62-9352　　9352

　 上下水道課 維持管理係
　　 　☎62-9354　　9354

4

下水道を正しく使いましょう下水道を正しく使いましょう下水道を正しく使いましょう下水道を正しく使いましょう

下水道への早期接続をお願いします ―

　下水道は、自然を守り生活環境をより良くするための公共の財産です。下水道の施設は大部分が地下にあ

り、それだけに詰まった時の修理が大変です。一人ひとりがルールを守ってお使いいただくようお願いします。

これだけは守って！
キ ッ チ ン

油を流さない
○石けんと水と油が混合すると、固
　まって下水道管を詰まらせます。
　油は、リサイクルできるものはリ
　サイクルに出してください。

生ゴミを捨てない
○生ゴミは詰まって事故の原因になります。ゴミカゴや
　流し口の目皿を準備し、特にマッチ棒、はし、野菜く
　ずなど固いものを流さないでください。
※生ゴミをディスポーザー（食品くず処理器）などで細
　かくして流しても、詰まる原因となりますので、使用
　しないでください。

ト　イ　レ

風 呂・洗面・洗濯

トイレットペーパー以外のものを流さない
　タオルや衣類は絶対に流さないでください！
○水に溶けやすいトイレットペーパー以外のティッシュ
　ペーパーや紙オムツ・生理用品などを流すと、トラッ
　プや排水管が詰まる原因となりますので、流さない
　でください。
○鉛筆・ボールペン・くし・歯ブラシは内部でつかえる
　ので、便器に落とした場合は、水を流す前に必ず拾い
　出してください。
○便器の清掃にはぬるま湯を使い、落ちにくい汚れに
　は中性洗剤をお使いください。
○殺虫剤・防腐剤・塩酸は入れないでください。

ゴミは取り除く
　○固いものや布クズ、毛髪などは、ネットなどを用いて取り除いてください。

有機リン洗剤はやめよう
　○無リンの洗剤を使用してください。リンは処理場でも完全には排除しきれず、川や湖の循環を
　　悪化させます。

下水道使用料金を改定します ―

　下水道施設の整備が完了し下水道が供用開始となった地域内

の方は、遅滞なく下水を公共下水道に流入させるための排水設

備を設置しなければならないこと、くみ取り便所は３年以内に

水洗便所に改造しなければならないこと等は、下水道法で定め

られています。

　また、雨水を下水道に流すと大雨などの場合に処理場やマン

ホールポンプ等に負荷をかけ、汚水処理能力も低下しますので、

下水道へは流さないでください。

　生活雑排水をそのまま側溝や河川に流すことも、環境に大き

な負荷を与えます。このくらいは大丈夫だろうという気持ちが、

生活環境を悪化させます。住民一人ひとりが下水道の効果を正

しく理解し、供用開始区域内の接続を進めましょう。

　町では、一日でも早く快適な生活をしてい

ただくため、下水道への接続工事をされる方

に｢融資斡旋制度｣を設けています。

◆融資斡旋額　 最高120万円以内

◆利　　　子　 120万円までの借り入れに

　　　　　　　 対して町で利子補給�

◆返 済 期 間　 最長7年（84回払い）以内

　※新築家屋は対象となりません。

　平成21年４月検針分（５月請求分）

から１立方メートルにつき21円値

上げの改定をさせていただきます。

　今後も、より一層下水道事業の効

率的経営に努めていきますので、ご

理解とご協力をお願いします。料金

改定の詳細は、広報２月号及び町ホ

ームページに掲載しています。

【改造資金融資斡旋制度】

改定下水道使用料の概要（税込）
（2ヶ月につき）

種　　別

一般汚水 20㎥まで

基 本 使 用 料 超　過　使　用　料

排出量 使用料

改正前
3,087円

改正後
3,507円

排　出　量
１㎥につき
改定前

１㎥につき
改定後

20㎥を超え40㎥まで

40㎥を超え60㎥まで

60㎥を超え100㎥まで

100㎥を超え200㎥まで

200㎥を超える分

163.8円

170.1円

178.5円

184.8円

193.2円

184.8円

191.1円

199.5円

205.8円

214.2円
問

有

問

有



　
平
成
21
年
10
月
か
ら
、
公
的
年
金
に
係
る
所
得
に

対
す
る
個
人
住
民
税
（
道
府
県
民
税
・
市
町
村
民
税
）

の
お
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
お
り
、
個
人
住
民
税
の

納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
現
在
、
役
場
・
銀
行
等
の

窓
口
で
納
付
い
た
だ
く
か
、
又
は
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
制
度
導
入
に

よ
り
、
個
人
住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢
が
65
歳
以
上

　
の
年
金
受
給
者
で
、
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
が

　
あ
り
、
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
又
は

　
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
（
介

　
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
と
同
様
）
で
す
。

　
　
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
・
企
業
年
金
な
ど
を
含

　
む
全
て
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
額
に
応
じ
た

　
税
額
が
、
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
対
象
と
な
り

　
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
そ
の
税
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
又
は

　
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

　
き
）
さ
れ
ま
す
。
（
い
わ
ゆ
る
２
階
、
３
階
部
分

　
の
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
　
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

で
は
、
受
給
者
が
支
払
う
べ
き
個
人
住
民
税
を
社
会

保
険
庁
な
ど
の
「
年
金
保
険
者
」
が
市
町
村
へ
直
接

納
め
、
受
給
者
に
は
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
を
差

し
引
い
た
額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納

税
の
た
め
金
融
機
関
等
へ
出
向
い
た
り
、
現
金
を
用

意
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
個
人
住
民
税
の
お
支
払
い
方

法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な

負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
開
始
が
平
成
21
年
10
月

支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
る
た
め
、
平
成
21
年
度
の

税
額
の
半
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
６
月
及
び
８

月
に
普
通
徴
収
（
納
税
通
知
書
に
よ
り
支
払
う
方
法
）

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
個
人
住
民

税
及
び
対
象
と
な
ら
な
い
方
の
個
人
住
民
税
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　 

財
務
課 

町
民
税
係

　
　
　
　
　 

　
☎
６
２
‐
９
１
２
２
　
　
９
１
２
２
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６５
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

６５
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

公
的
年
金
か
ら
の

　
　  

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

公
的
年
金
か
ら
の

　
　  

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
21
年
４
月
（
平
成
21
年
度
課
税
分
）
か
ら
、
富
士
見
町
の
税
金

等
が
全
国
の
提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
24
時
間
い
つ
で
も
納
付

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
手
数
料
等
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　
納
税
通
知
書
等
の
様
式
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
納
付
開

始
に
合
わ
せ
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
つ
い
た
納
付
書
（
納
期
別
に
１
枚
ず
つ
）

に
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
、
役
場
、
金
融
機
関
窓
口
等

で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
町
税
等

　
○
町･

県
民
税
（
普
通
徴
収
の
み
）�

　
○
固
定
資
産
税

　
○
軽
自
動
車
税

　
○
国
民
健
康
保
険
料

■
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
際
の
注
意
事
項

　
○
バ
ー
コ
ー
ド
の
つ
い
た
納
付
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
現
金
で
納
付

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。
（
納
付
書
の
納
期
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　
○
納
付
す
る
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
納
付
書
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　
　
ん
。

　
○
支
払
手
数
料
は
富
士
見
町
が
負
担
し
ま
す
。

　
○
平
成
20
年
度
以
前
に
課
税
さ
れ
た
町
税･

国
民
健
康
保
険
料
を
納

　
　
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

■
提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
／
エ
ブ
リ
ワ
ン
／
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
／
く
ら
し

　
ハ
ウ
ス
／
コ
コ
ス
ト
ア
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
／
サ
ー
ク
ル
Ｋ

　
／
サ
ン
ク
ス
／
ス
パ
ー
北
海
道
／
ス
リ
ー
エ
イ
ト
／
ス
リ
ー
エ
フ
／

　
生
活
彩
家
／
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
／
セ
ー
ブ
オ
ン
／
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ

　
ン
／
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
／
ポ
プ
ラ
／
ミ
ニ

　
ス
ト
ッ
プ
／
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
／
ロ
ー
ソ
ン
（
50
音
順
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

財
務
課 

収
納
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
６
２
‐
９
１
２
３
　
　
９
１
２
３

対
象
と
な
る
方

対
象
と
な
る
税
額

実
施
時
期

町
税
・
国
民
健
康
保
険
料
が

　
　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

町
税
・
国
民
健
康
保
険
料
が

　
　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

問

有

問

有



62009.3 ■広報ふじみ

国
保
だ
よ
り

国
保
だ
よ
り

国
保
だ
よ
り

　
「
健
康
」
は
、
だ
れ
も
が
願
う
大
切
な
も
の
で
す
。
富
士
見
町
国
保
で
も
平
成
２０

年
度
か
ら
国
保
加
入
者
を
対
象
に
「
特
定
健
診
等
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
健
診

に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
方
と
そ
う
で
な
い
方
と
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
　

　
日
々
の
健
診
に
よ
り
、
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
は
、
病
気
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、
早
期
治
癒
等
に
よ
り
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　
「
忙
し
い
か
ら
・
・
・
」
や
「
時
間
が
と

れ
な
い
・
・
・
」
の
理
由
で
、
健
診
に
参
加

さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
、
健
康
で
こ
そ
の

人
生
で
す
。
受
診
せ
ず
病
状
が
悪
化
し
て

か
ら
の
措
置
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
家

族
や
他
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
保
険

料
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
後
国

保
か
ら
ご
案
内
す
る
特
定
健
診
等
（
※
１
）

（
集
団
健
診
・
医
療
機
関
健
診
）
に
積
極

的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
１
　
医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
・

　
　
政
府
管
掌
健
康
保
険
・
組
合
健
保
・

　
　
共
済
組
合
等
々
）
が
、
加
入
者
に
対

　
　
し
て
行
う
健
診
で
、
受
診
が
義
務
化

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
資
料
】

　
長
野
県
衛
生
部
医
療
政
策
課
公
表
の
「
長

　
野
県
国
民
健
康
保
険
等
の
現
状
」
　

　
長
野
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
公
表

　
の
「
年
齢
階
層
別
受
診
一
覧
」

　
町
国
保
の
保
険
料
収
納
率
は
、
県
内
国

保
保
険
者
の
中
で
も
17
位
と
非
常
に
良
く
、

納
付
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
一
世
帯
当
た
り
の
保
険
料
調
定
額
は
、

62
位
と
県
内
で
も
低
い
方
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
　

　
し
か
し
、
近
年
の
情
勢
と
し
て
は
、
医

療
費
も
増
額
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
保
険
料
の
料
率
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
、
入
院
と
入
院
外
を

見
る
と
、
60
歳
前
後
の
年
齢
層
の
一
人
当

た
り
医
療
費
が
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
特
定
健
診
の
受
診
状
況
と

も
重
な
る
も
の
で
す
。

　
時
間
を
つ
く
っ
て
、
今
年
の
特
定
健
診

に
は
、
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

「
こ
の
ま
ま
で
は

　
　
　
　  

大
変
な
こ
と
に
・
・
・
」

「
健
診
に
い
き
ま
し
ょ
う
」

「
時
間
が
と
れ
な
い
」
で
は

　
　
　
　
　
　
　  

す
み
ま
せ
ん

　 

住
民
福
祉
課 

国
保
年
金
係�
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100,000

150,000

200,000
円

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

円

富士見町

４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９６０～６４６５～６９７０～７４ 歳４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９６０～６４６５～６９７０～７４ 歳

O市 S市 C市 S町 H村 県内市町村平均富士見町 O市 S市 C市 S町 H村 県内市町村平均

富士見町

諏訪管内

県

富士見町

諏訪管内

県

※収納率＝収納額÷調定額（居所不明者分を除く）×100�
※収納率順位：県下81保険者中、富士見町17位（97.87％）
　　　　　　（１位：大鹿村他２村１００％、８１位：上田市９１.４４％）

平成19年度国保料（税）収納率：現年分平成19年度国保料一世帯当たり調定額：現年分

年齢階層別受診状況（入院１人当たり医療費）年齢階層別受診状況（入院外１人当たり医療費）

17位 22位

60位

77位

69位

46位9位

47位
31位23位

37位

62位

※一世帯当たり調定額＝調定額（全体）÷年間平均世帯数
※一世帯当たり調定額順位：県下81保険者中、富士見町62位
　　（113,875円）（１位：川上村２８６,９１４円、８１位：天竜村６８,７４０円）

問

有
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国 保 だ よ り

　
昨
年
６
月
の
集
団
健
診
か
ら
始
ま
っ
た

特
定
健
診
で
す
が
、
12
月
末
ま
で
の
受
診

状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
集
団
健
診
は
７
９
６
名
、
医
療
機
関
健

診
は
２
５
２
名
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
（
左

グ
ラ
フ
参
照
）
医
療
機
関
健
診
を
申
し
込

ま
れ
た
方
の
中
で
の
未
受
診
が
目
立
ち
ま

し
た
。

　
病
気
の
進
行
は
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

日
頃
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
は
日
々
怠
り

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
人
当
た
り
の
全
体
医
療
費
は
、
県
内

国
保
の
う
ち
で
62
番
目
の
低
さ
で
す
。
老

人
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
71
番
目
と
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま

す
。
し
か
し
、
個
別
に
見
る
と
、
40
歳
代

か
ら
60
歳
前
ま
で
の
健
康
状
態
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
富
士
見
町
国
保
で
は
、
平
成
21
年
度
も

特
定
健
診
等
で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健

康
維
持
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
６
月
か
ら
始
ま
る
集
団
健
診
、
７
月
か

ら
の
個
別
（
医
療
機
関
）
健
診
の
ほ
か
、

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
の
皆
さ

ん
は
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

「
今
年
も
始
ま
り
ま
す
・
・
・
」

「
若
い
と
き
か
ら

　
　
　
健
康
管
理
を
・
・
・
」

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

円

平成19年度1人当たり老人医療費

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

円

４０～４４４５～４９５０～５４５５～５９６０～６４６５～６９７０～７４ 歳

富士見町

諏訪管内

県

年齢階層別受診状況（歯科１人当たり医療費）

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

人

４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９ ７０～７４ 歳

受診者

予定者

医療機関健診受診状況

富士見町 O市 S市 C市 S町 H村 県内市町村平均 富士見町 O市 S市 C市 S町 H村 県内市町村平均

※１人当たり医療費＝療養・医療諸費費用額÷年間平均被保険者数
※１人当たり医療費：県下81保険者中、富士見町71位（614,156円）
　　　　　　（１位：筑北村８３９,０５０円、８１位：売木村４９２,７８４円）

※１人当たり医療費＝療養・医療諸費費用額÷年間平均被保険者数
※１人当たり医療費：県下81保険者中、富士見町62位（353,986円）
　　　　　　（１位：麻績村５１６,５８６円、８１位：川上村２５７,５３１円）

◆
特
定
健
診
の
状
況
◆

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

円

70位

9位

73位

42位

8位

62位
63位

8位

69位

15位
4位

71位

350

300

250

200

150

100

50

0

人

４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９ ７０～７４ 歳

受診者

予定者

集団健診受診状況
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工
業
者
・
商
業
者
・
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
へ

工
業
者
・
商
業
者
・
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
へ

補
助
金
制
度
の
ご
案
内

補
助
金
制
度
の
ご
案
内

　
町
内
の
工
業
者
の
皆
さ
ん
が
工
場
等
を

新
設
な
ど
し
た
場
合
、
要
件
を
満
た
せ
ば
、

町
工
業
振
興
条
例
に
基
づ
く
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
場
等
を
設
置
す
る
用
地
を
取

得
し
た
場
合
（
用
地
取
得
後
工
場
建
設
時

に
対
象
）
及
び
工
業
者
が
行
う
人
材
育
成
、

個
人
の
就
業
を
目
的
と
す
る
職
業
訓
練
等

も
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

　＊
町
内
の
工
業
者
が
特
定
地
域
に
施
設
を

　
移
転
新
設
す
る
事
業

＊
町
内
の
特
定
地
域
に
あ
る
施
設
に
隣
接

　
し
、
又
は
接
続
し
て
増
設
す
る
事
業

＊
町
内
の
特
定
地
域
に
あ
る
施
設
を
改
善

　
す
る
事
業

＊
町
内
の
特
定
地
域
（
富
士
見
高
原
産
業

　
団
地
、
富
原
工
業
団
地
を
除
く
）
に
工

　
場
等
を
設
置
す
る
用
地
を
取
得
す
る
事

　
業

＊
富
士
見
高
原
産
業
団
地
の
用
地
を
取
得

　
す
る
事
業

＊
工
業
者
が
行
う
人
材
育
成
の
た
め
の
事

　
業
又
は
個
人
が
就
業
を
目
的
と
す
る
職

　
業
訓
練
等
を
行
う
事
業

　
町
内
の
商
業
者
・
建
設
業
者
の
皆
さ
ん

が
店
舗
・
事
業
所
等
を
設
置
し
た
場
合
、

要
件
を
満
た
せ
ば
、
町
商
業
振
興
条
例
に

基
づ
く
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　＊
町
内
に
指
定
施
設
を
設
置
す
る
も
の

＊
都
市
計
画
事
業
及
び
公
共
事
業
に
抵
触

　
し
な
い
も
の

＊
常
時
従
事
す
る
者
が
２
人
以
上
い
る
こ

　
と

＊
店
舗
面
積
が
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

　
第
３
条
に
規
定
す
る
面
積
以
下

＊
町
内
に
指
定
施
設
を
設
置
す
る
も
の

＊
常
時
従
事
す
る
者
が
２
人
以
上

問 

産
業
課 

商
工
観
光
係

　
　 

☎
６
２
‐
９
２
２
８

　
　 

　
９
２
２
８

〔
対
象
と
な
る
事
業
〕

〔
商
業
者
…
対
象
事
業
〕

〔
建
設
業
者
…
対
象
事
業
〕

工
場
等
の
建
設
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

店
舗
・
事
業
所
等
の

　
　
　
建
設
に
伴
う
補
助
金

　
町
内
の
中
小
企
業
者
等
が
町
内

の
事
業
所
等
に
お
け
る
品
質
保
証

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
）

に
関
す
る
国
際
規
格
及
び
環
境
管

理
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
シ
リ
ー

ズ
）
の
国
際
規
格
を
新
規
登
録
し

た
場
合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〔
対
象
経
費
〕
　
国
際
規
格
を
登
録
す
る
た
め
に
要

　
　
　
　
　
　
　
し
た
経
費

〔
基
　
　
準
〕
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
及
び

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
を

　
　
　
　
　
　
　
各
１
件
と
す
る
。

〔
補
助
率
及
び
限
度
額
〕
　
経
費
総
額
の
１
／
２
以

　
　
　
　
　
　
　
内
で
１
件
50
万
円
を
限
度
と
す
る
。

＜対象事業の一例＞

対　象　経　費 基　　　　　　　準 補助率及び限度額

取得価格の30％以内
（限度額500万円）

投下固定資産総額の
5/100以内
（限度額1000万円）

授業料の1/2以内
（就学年ごとに交付）

平成20年4月1日以降に購入した土地で、そこ
に工場等を設置するときに補助金の対象とな
ります。

工場等を設置する用地取得価
格（富士見高原産業団地、富
原工業団地は除く）

投下固定資産総額500万円以上で、かつ常時
従事する従業員が2人以上であるもの

工場、店舗、その他施設の新
設又は増設のために要した固
定資産の取得価格の合算額

・町内に居住する方及び居住を予定している
　方
・町内の事業所に現に就業している方
・町内の事業所に就業見込みであり、卒業後
　3年以上町内事業所に就業が見込まれる方

工業者が行う人材育成又は個
人が行う就業を目的とする職
業訓練等にかかる授業料

＜対象事業の一例＞

対象業種

商 業 者

建設業者

対　象　施　設 対　象　経　費 補助率及び限度額

商業者が設置する
施設で店舗を設置
するに伴い、その業
務を行うため直接必
要とする投下固定資
産総額が200万円
以上のもの

商店の近代化を図
るための店舗の設
置に要する投下固定
資産総額（土地及び
家屋の住居部分を
除く）

事業所施設の新設
等に伴う投下固定資
産総額200万円以
上のもの�

事業所施設の新設
等に要する投下固定
資産総額（土地及び
家屋の住居部分を
除く）

投下固定資産総額の
5/100以内
（限度額100万円）

投下固定資産総額の
5/100以内
（限度額100万円）

国
際
規
格
登
録
支
援
事
業
補
助
金
は

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２１
年
度
で
終
了
し
ま
す

国
際
規
格
登
録
支
援
事
業
補
助
金
は

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２１
年
度
で
終
了
し
ま
す

問

有
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平成20年中の火災状況をお知らせします平成20年中の火災状況をお知らせします平成20年中の火災状況をお知らせします

　 富士見消防署　☎62-0119　　9195

　 茅野警察署　☎82-0110

有

　昨年１年間に町内で発生した火災は16件で、

前年より２件減少しました。

　内訳は建物火災５件、車輌火災４件、その

他火災が７件でした。出火原因の主なものは、

火入れ３件、たばこ２件、コンロ、たき火な

どです。

　全国の出火率（※）は

毎年５件弱で推移して

いるのに対し、富士見

町は平均値を大きく超

える火災が発生してい

ます。

　住宅火災により毎年1,000人を超える方が全国で亡く

なっています。そのうち約６割は「逃げ遅れ」が原因で

死に至っています。逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災

警報器を設置しましょう。�

　　■新築住宅：平成18年6月1日から義務設置

　　■既存住宅：平成21年6月1日から義務設置

〔過去5年間の火災状況〕
単位：件

建物年 車輌 林野 その他 合　計 出火率

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

7

4

5

6

5

4

3

1

4

1

3

1

10

3

8

11

7

22

13

14

18

16

14.2

8.4

9.0

11.6

10.3

※出火率：人口1万人あたりの出火件数

◆◆◆ 野焼き・たき火などは

　風の強い日や乾燥している時には

　　　　 行わないようにしましょう ◆◆◆

住宅用火災警報器を設置しましょう

茅野警察署からのお知らせ

「ちょっと待って! 振り込む前に、まず相談を」「ちょっと待って! 振り込む前に、まず相談を」「ちょっと待って! 振り込む前に、まず相談を」

　警戒しているにもかかわらず、振込め詐欺

の被害が後を絶ちません。最近ではＡＴＭを

使わず、直接取りに来たり、エクスパックを

使っての新手の事例が発生しています。

　日頃から家族の間で話題に取り上げる等し

て事前の心構えを持ち、被害にあわないよう

にしましょう。

〈平成20年中の茅野警察署管内での被害額〉

区　　　　　分 件　数

17件

2件

5件

8件

2件

3件

2,426万円

820万円

401万円

1,155万円

50万円

26万円

被　 害　 額

振 込 め 詐 欺（ 合 計 ）

インターネットオークション

オ レ オ レ 詐 欺

架 空 請 求 詐 欺

融 資 保 証 詐 欺

還 付 金 詐 欺

内
　
　
訳

オレオレ詐欺とは!

　電話を利用して子どもや孫といった親族・警察官・弁護士等

を装い、交通事故・痴漢被害の示談金を名目に、現金を預金口

座に振込ませるなどの方法によりだまし取る手口です。

★架空請求詐欺とは
郵便、インターネット等を利用して不特定多数の者に対し、

架空の事実を口実とした料金を請求するハガキ等を送

付するなどして、現金を口座に振込ませるなどの方法に

よりだまし取る手口です。

★融資保証金詐欺とは
実際には融資しないのにもかかわらず、融資する旨の文

書やメール等を送付して、融資を申し込んできた者に対し、

保証金等を名目に現金を口座に振込ませるなどの方法

によりだまし取る手口です。

★還付金詐欺とは
税務署や自治体職員を装い、税金還付等に必要な手続き

と偽って被害者にATMを操作させ、口座間送金により財

産上の不法な利益を得る手口です。

被害にあわないために!

●すぐに振込まない。一人で振込まない。

●自分から先に息子の名前を言わず、相手に名乗ら

　せる。

●相手に請求されても利用事実がなければ振込ま

　ない。

●税務署や社会保険事務所がＡＴＭの操作を求め

　ることはありません。

●ＡＴＭを操作して、自分の口座にお金が振込まれ

　ることはありません。

●「おや、変だ」と思った電話は直ぐに切る。

●家族で日頃から「オレオレ詐欺」等の話題を取り

　上げ、心構えを持つ。

●万が一振込んでしまったら、直ぐに警察に届け出

　てください。

問

問



　
愛
称
テ
ク
ノ
街
道
を
諏
訪
南
イ
ン

タ
ー
か
ら
車
を
走
ら
せ
て
く
る
と
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
屋
根
が
印
象
的
な
諏

訪
養
護
学
校
が
見
え
て
き
ま
す
。
お

陰
様
で
、
こ
の
富
士
見
町
に
下
諏
訪

の
高
木
か
ら
移
転
、
お
世
話
に
な
っ

て
十
六
年
に
な
り
ま
す
。

　
諏
訪
養
護
学
校
に
は
、
小
学
部
、

中
学
部
（
通
常
の
小
中
学
校
に
あ
た

り
ま
す
）
、
高
等
部
（
高
等
学
校
に
あ

た
り
ま
す
）
、
訪
問
教
育
部
（
家
で
の

介
護
が
必
要
な
生
徒
の
た
め
教
師
が

家
庭
訪
問
を
し
て
授
業
を
行
う
）
、
寄

宿
舎
が
あ
り
、
お
よ
そ
百
三
十
名
の

生
徒
と
百
名
近
い
教
職
員
が
お
り
ま
す
。

　
○
瞳
輝
く
、
明
る
く
元
気
な
子

　
○
で
き
る
こ
と
を
伸
ば
し
ひ
ろ
げ

　
　
る
子

　
○
な
か
よ
く
楽
し
く
生
活
す
る
子

を
め
ざ
す
子
ど
も
像
と
し
て
、
ま
た
、

　
○
地
域
に
親
し
ま
れ
温
も
り
の
あ

　
　
る
学
校

を
目
指
し
て
、
教
育
活
動
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

　
小
学
部
は
、
遊
び
の
学
習
を
中
心

と
し
て
、
身
体
活
動
を
楽
し
み
、
運

動
経
験
を
豊
か
に
積
み
重
ね
、
身
体

諸
機
能
・
調
整
力
・
判
断
力
の
向
上
、

心
身
の
調
和
的
発
達
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
中
学
部
は
、
楽
し
い
活
動
を
考
え

意
欲
的
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
を

積
み
重
ね
、
生
活
自
立
・
社
会
自
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
高
等
部
は
、
作
業
学
習
を
中
心
に
、

卒
業
後
に
予
想
さ
れ
る
生
活
や
進
路

に
向
け
て
、
社
会
性
や
人
間
関
係
の

力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
６
月
に
行
っ
た
学
校
公

開
の
時
、
初
め
て
本
校
を
訪
れ
た
南

原
山
の
方
が
「
こ
の
学
校
は
広
い
ね
、

み
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し

て
い
て
、
わ
た
し
も
一
緒
に
一
か
ら

勉
強
し
た
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
み
ん
な

熱
心
に
勉
強
し
て
お
る
し
、
楽

し
そ
う
だ
か
ら
ね
」
と
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
児
童
生
徒

の
純
粋
な
姿
、
一
生
懸
命
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
町
当
局
、
地
域
の
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
交
流
な
ど
で
多
く

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
気

軽
に
学
校
訪
問
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

町

内

校

長

室

通

信

③

町

内

校

長

室

通

信

③

こ
の
町
に
お
世
話
に
な
っ
て

諏
訪
養
護
学
校
長
　

堀 

込 

明 

紀

▲あそび 「どろんこ広場」

▲スポーツ少年団総合結団式より

102008.11 ■広報ふじみ2009.3 ■広報ふじみ

電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118

月・火・木曜日

役場3階会議室
※人事案件につき
　非公開となります

3月11日（水）
午前9時30分より

定例教育委員会定例教育委員会

号

第

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成21年3月1日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

39

スポーツ少年団  平成21年度新規団員募集!スポーツ少年団  平成21年度新規団員募集!スポーツ少年団  平成21年度新規団員募集!スポーツ少年団  平成21年度新規団員募集!
　町スポーツ少年団では、平成21年度新規団員を募集

します。

　入団を考えている方、興味のある方はお気軽にご連絡

ください。お待ちしています。

1. 種　目� 剣道・野球・バレーボール・サッカー

� 空手・バトントワラー・鼓笛隊

2. 対　象� 小学生

� ※小学生以外についてはご相談ください

3. お問い合わせ

� スポーツ少年団事務局（町民センター内）

� 　☎62-2400

ほ
り

ご
み

あ
き

の
り
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八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

　何かに取り組むとき、1年目、2年目ではだいぶ気
持ちが違います。好奇心と楽しさ溢れる1年目、知
らないことの多さに愕然とし、学ぶことが際限なく
押し寄せる2年目。ここからが地道で長いけれど、
真に楽しい道のりだと思います。 （Ａ）

　
よ
く
今
の
子
ど
も
は
昔
に
比
べ
る
と
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
今
も
昔
も
生
ま
れ
た
と
き
は
皆
、
同
じ

で
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
、
純
粋
で
、
基
本

的
に
何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
変
わ
っ
た
の
は
地
域
の
人
で
あ
り
、

先
生
で
あ
り
、
親
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、

と
思
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
考
え
方
に
違

い
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
よ
く
観

る
、
話
を
よ
く
聴
く
、
そ
し
て
全
身
で
受
け
と
め
る
、

子
ど
も
た
ち
が
人
と
の
出
会
い
、
時
に
大
人
と
の
出
会

い
で
人
生
が
変
わ
っ
て
く
る
、
そ
の
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
委
員
　
　
伊
藤
　
成
八

教育委員会だより

特集 「 進 路  私 流 」「 進 路  私 流 」

 Everyone has a dream. We all want to be something; do 
something special with our life. The choice can sometimes 
be difficult to make. First you must know what makes you 
happy. What do you enjoy? Everyone likes doing something 
different. This is where you start.�
 Decide  what you really like, then work toward that goal. If   
you really want something, you can achieve it. It will take 
hard work and maybe a lot of study. But if it is your dream, it 
will become a reality.�
 Sometimes - many times you might think your dream is too 
hard to achieve, I had many such experiences. It all felt too 
hard and I wanted to stop. But then, I talked to my friends, 
family and teachers. They showed me how far I had already 
come, how close I was to achieving my dream. They gave 
me the strength and support to continue to the end.
 You too can do this. If it is something you really want, your 
friends, family and community will support you. Your dream 
is achievable. You can do it. But in the end, it is up to you to 
make it work. I am sure you can. Good luck, be strong, have 
faith.

「特集進路私流」訳 ―
　誰にでも夢がありますね。何かになりたい、何か特別

なことをしたいと思っています。やりたいことを選ぶの

は難しいかもしれません。まず、自分がどんなとき幸せか、

何が楽しいかを知ることです。皆違ったことがしたいは

ずです。これがスタートラインです。

本当に好きなことが決まったら、ゴールを目指しましょう。

本当にやりたいことなら、成し遂げることができます。

相当の努力や勉強が必要でしょうが、夢を現実にしてい

きましょう。

　夢を実現することがとても困難に感じられるときもあ

るかもしれません。私にはそんな経験がたくさんあります。

そんなときは友だち、家族や先生に相談しました。皆、

私が努力してきた長い道のり、そして夢の実現に近づい

ていることに気づかせてくれ、最後まで達成できるよう、

励まし、支えてくれました。

　みなさんもそうできると思います。

本当にやりたいことがあれば、友だち、家族、地域が支

えてくれます。夢は、実現できます。でも、最終的に上

手くいくかどうかは、自分次第。みなさんならできるは

ずです。幸運を祈ります。強い意志と自信をもって！

富士見高原中学校AET
バネッサ・チャールトン先生
　　　　（オーストラリア出身）

卒園・卒業おめでとうございます卒園・卒業おめでとうございます卒園・卒業おめでとうございます
　もうすぐ卒園・卒業の日を迎える保育園児、
小学生、中学生、保護者の皆様、おめでとう
ございます。

　4月からの新しい生活が、実り
多いものでありますように。
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　 総務課 新しいまちづくり係
　　 　☎62-9328　　9328

木
材
チ
ッ
プ
配
布
に
つ
い
て

剪
定
木
の
受
入
れ
に
つ
い
て

■
受
入
れ･

配
布
申
込
受
付
期
間

　
　
3
月
〜
１０
月

■
受
入
れ･

配
布
期
間

　
　
4
月
〜
１１
月

■
受
入
れ･

配
布
日
時

　
　
第
2
・
第
4
日
曜
日

　
　
　
午
後
3
時
〜
5
時
（
要
予
約
）

＊
町
内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
る
剪
定
木
（
枝

　
木
等
）
で
、
町
が
指
定
す
る
場
所
へ
直
接

　
持
ち
込
み
で
き
る
こ
と
。

＊
直
径
15
㎝
以
下
の
枝
木
で
、
長
さ
が
概
ね

　
２
ⅿ
以
下
で
あ
る
こ
と
。

＊
木
の
根
、
土
や
泥
で
ひ
ど
く
汚
れ
た
も
の

　
や
建
築
廃
材
な
ど
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

※
受
入
れ
の
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
申
し

　
込
み
時
に
案
内
し
ま
す
。

　
木
材
チ
ッ
プ
は
無
料
で
す
。
町
の
指
定
す

る
場
所
へ
直
接
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
、
袋

詰
め
や
積
み
込
み
は
各
自
で
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
配
布
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

　
（
再
申
し
込
み
よ
り
初
回
申
し
込
み
を
優

　
　
先
し
ま
す
。
）

※
配
布
の
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
生
活
環

　
境
係
よ
り
改
め
て
連
絡
を
し
ま
す
。

　 

　
　
建
設
課 

生
活
環
境
係
　�

　
　
　 

�
６
２
‐
９
１
１
４
　
　
９
１
１
４

　
富
士
見
町
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成
21
年
度
に

水
田
で
水
稲
作
付
け
や
転
作
を
実
施
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
各
集
落
を
通
じ
「
水
稲
生
産

実
施
計
画
書
及
び
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金
等
営
農
計
画
兼
助
成
金
申
請
書
」
等
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
水
稲
の
生
産
・
産
地
確
立
交
付
金(

転
作
料)

に
関
係
す
る
書
類
で
す
の
で
、
一
緒
に
配

布
さ
れ
た
説
明
書
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
関
係
書
類
に
記
載
の
上
、
集
落
の
提
出
期
限
ま

で
に
役
員
の
方
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
水
稲
作
付
け
や
転
作
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
計
画
書
な
ど
が
届
い
て
い
な
い
場

合
や
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

富
士
見
町
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

産
業
課 

農
林
係
　
☎
６
２
‐
９
２
２
２
　
　
９
２
２
２

剪
定
木
の
受
入
れ･

木
材
チ
ッ
プ
配
布
の

　
　
受
付
け
を
開
始
し
ま
す

剪
定
木
の
受
入
れ･

木
材
チ
ッ
プ
配
布
の

　
　
受
付
け
を
開
始
し
ま
す

水
稲
作
付
け
計
画
書
の
提
出
を

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

水
稲
作
付
け
計
画
書
の
提
出
を

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
町
で
は
燃
え
る
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
を
目
的
と
し
て
、
庭
木
等

を
剪
定
し
た
枝
等
を
受
入
れ
、
チ
ッ
プ
化
し
た
も
の
を
配
布
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
事
前
に
生
活
環
境
係
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
入
れ
の
条
件

▲剪定木の搬入

▼チッパー作業

　今年で6回目を迎える自転車レースの「ア

ドベンチャー・イン・富士見」が5月17日（日）

にパノラマリゾートを中心に開催されます。

これに伴い、大会の運営スタッフを募集します。

�内容は、給水所でのお世話やコース案内等

の簡単な内容です。大勢の皆さんのご協力を

よろしくお願いします。

「アドベンチャー・イン・富士見」「アドベンチャー・イン・富士見」「アドベンチャー・イン・富士見」

大会ボランティアスタッフ 募集

問

有

問

有

申
込

問

有

申込
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

    

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

　
　
　
　
　   

一  
部 
改 

正

―
4
月
1
日
か
ら
衣
類
乾
燥
機

　
な
ど
3
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
す
―

　
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
の
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
は
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
排
出
す
る

個
人
が
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
負
担
し

て
処
分
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら
、
対
象
品
目
と
し
て
次

の
３
品
目
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
・

　
衣
類
乾
燥
機

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
は
３

月
31
日
ま
で
粗
大
ご
み
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　 

建
設
課 

生
活
環
境
係�

　 

☎
６
２
‐
９
１
１
４
　
　
９
１
１
４

   

諏
訪
検
察
審
査
会
が

　
　
　
　
　  

統
合
さ
れ
ま
す

　　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た

11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
一
般
の
国

民
を
代
表
し
て
、検
察
官
が
被
疑
者（
犯

罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁

判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ

と
を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
諏
訪
検
察
審
査
会
は
、
平
成
21
年

４
月
１
日
に
松
本
検
察
審
査
会
に
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同

日
以
降
に
申
立
て
を
行
う
場
合
に
は
、

松
本
検
察
審
査
会
あ
て
に
申
立
て
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
検
察
審
査
員

又
は
補
充
員
に
選
定
さ
れ
る
場
合
に

は
、
松
本
検
察
審
査
会
の
検
察
審
査

員
又
は
補
充
員
と
し
て
選
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　 

長
野
地
方
裁
判
所

　 

事
務
局 

総
務
課
　�

　 

　
☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
４
９
９
１

    

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
富
士

見
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
例
年
こ
の
時
期
は
献
血
者
が
減
少

し
、
長
期
保
存
の
で
き
な
い
輸
血
用

血
液
製
剤
が
不
足
し
て
き
ま
す
。
血

液
は
、
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
医
療
の
現
場
で
は
ど
う
し
て

も
必
要
な
も
の
で
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
安
全
で
責
任
あ
る
献
血
を

お
願
い
す
る
た
め
に
、
受
付
時
に
免

許
証
・
保
険
証
な
ど
で
本
人
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
渡
航
歴
の

あ
る
方
は
献
血
を
お
願
い
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
献
血
会
場

　
富
士
見
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
役
場
西
隣
）

■
実
施
日
時

　
３
月
30
日（
月
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
献
血
方
法

　
４
０
０
㎖
全
血
献
血
、ま
た
は

　
２
０
０
㎖
全
血
献
血

　
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

３
月
23
日
（
月
）
ま
で
に
保
健
予
防
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
同
日
午
後
に
は
、
富
士
見
高
原

　
病
院
で
も
献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。
あ

　
わ
せ
て
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

住
民
福
祉
課 

保
健
予
防
係

　 

☎
６
２
‐
９
１
３
４
　
　
９
１
３
４

事業所の方へ…富士見町無料職業紹介所では、求人情報を募集しています。一般求人、パート求人等採
　　　　　　　　 用計画がありましたら、情報の提供をお願いします。

富士見町無料職業紹介所 求人情報富士見町無料職業紹介所 求人情報

富士見町無料職業紹介所（産業課商工観光係内）　☎62-9228　　9228

2月13日現在

◆正社員

◆パート

職　　 種 年　齢 採用人数 就業時間 賃     　　　金 必要な経験・免許資格等

介　護　員

介護員（非常勤）

介　護　員

鉄　工　業

不問

不問

不問

20～�
35歳

1

2

3

月額167,600～187,600円

月額162,900円�

月額141,808～177,232円

不問

不問（１年間勤務）

不問

交替制

交替制

交替制

3 月額160,000～200,000円 普通自動車免許8:00～17:00

職　　 種 年　齢 採用人数 就業時間 賃     　　　金 必要な経験・免許資格等

看護師・准看護師

介護福祉士

介　護　員

厨 房 補 助

不問

不問

不問

20～�
65歳

2

3

3

時給1,100～1,300円

時給860～1,050円�

時給860～1,050円

看護師・准看護師

介護福祉士

不問

8:30～17:30

8:30～17:00

8:30～17:00

2 時給900～1,000円 普通自動車免許
6:00～20:30
（8時間程度）

富士見高原病院

「からだの健康教室」「からだの健康教室」「からだの健康教室」
あなたの肝臓は大丈夫？
 ～肝臓が悪いと言われたら～

　お酒を毎日たくさん飲んでいる、

このごろ肥満気味…こんな方は、

気になる症状がなくても「沈黙の

臓器」といわれる肝臓に何かが起

こっている可能性が？

　今回は、脂肪肝・肝硬変・ウイル

ス性肝炎・肝臓がんなど、肝臓の病

気全般についてわかりやすくお話

しします。

日時：3月7日（土） 午後2時30分～

　　　（開場  午後2時15分）�

会場：富士見高原病院 5階会議室

講師：小松  修（内科医・診療部長）

定員：50名

※受講無料

富士見高原病院
　☎62-3030

問

問

問

有

有

有

問申込

問連絡先
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くらしの情報

　 財務課 収納係　☎62-9123　　9123

募

集

柴　崎　他仁男� 61歳� 他仁男� 信濃境

小　林　宗　美� 73歳� 宗　美� 富士見

中　村　久　雄� 87歳� 米　治� 富　里

　　　　かづ江� 88歳� かづ江� 烏帽子�

平　出　美代子� 79歳� 美代子� 池　袋

植　松　つや子� 89歳� 藤　利� 立　沢

五　味　み　き� 85歳� み　き� 平　岡

内　藤　久　丸� 80歳� 美　秀� 立　沢�

小　池　初　　� 93歳� 初　　� 立　沢�

宮　下　和　文� 84歳� 靜　子� 高　森�

有　賀　雅　子� 63歳� 晃� 富士見�

佐　久　夘喜平� 90歳� あさよ� 乙　事

北　原　よりゑ� 96歳� 博　雄� 乙　事�

小　林　　賢� 83歳� 文　江� 葛　窪

　　藤　金　招� 78歳� さつき� 烏帽子�

森　山　紗　椿� 渉� 美　恵� 富　里

堀　　　絢　美� 行　敏� こずえ� 富士見

堀　内　健　悟� 俊　樹� 文　子� 富士見

澤　田　凰　雅� 雅　樹� 麻由美� 富士見

西　村　遥　香� 陽　彦� あゆみ� 御射山神戸

平　岩　百菜花� 卓� 由　子� 富　里

細　川　良　太� 大　明� 葉� 若　宮�

小　池　珀　斗� 由　浩� 瞳� 立　沢

岡　室　岳　大� 琢　磨� 佳代子� 高　森

� さ� � ち

� あや�� み

� けん�� ご

� おう�� が

� はる�� か

� も�な�か

� りょう�� た

� はく�� と

� たけ��ひろ

住民だより住民だより 1月1月
 ■1月15日～2月14日の届出■ 〈敬称略〉

●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

区　名世帯主

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢

　橋　和久� 富士見

重松　佐季� 富士見

氏　名 出身地

結婚おめでとう結婚おめでとう

   

障
害
者
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

       

リ
ン
グ
座
談
会
　
開 

催

�

　
普
段
生
活
す
る
中
で
、
思
っ
て
い

て
も
口
に
出
せ
な
い
こ
と
や
相
談
ご

と
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
み
ん
な
で
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
　
時

　
３
月
28
日（
土
）

　
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

■
会
　
　
場

　
諏
訪
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
湯
小
路
い
き
い
き
元
気
館
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
議
室
１

■
テ

ー

マ

　「
家
族
に
つ
い
て
、一
人
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
〜
心
に
残
る
言
葉
〜
」

■
対
　
　
象

　
諏
訪
地
域
に
お
住
ま
い
に
な
る
障

　
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）の
あ
る
方

■
募
集
人
数
　
　
30
名
程
度

■
参

加

費
　
　
１
０
０
円

■
申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
・
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い

　 

諏
訪
地
域
障
害
者
自
立
支
援

　 

セ
ン
タ
ー
　
オ
ア
シ
ス

　
　 

☎
５
４
‐
７
７
１
３

　
　 
　
５
４
‐
７
７
２
３

　
　 
Ｅ
メ
ー
ル

　 

　oasis03@
po26.lcv.ne.jp

         

国 

税 

専 

門 

官

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
国

税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な
ど
の
事

務
を
行
う
国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま

す
。

　
採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大
学
校
で

約
４
ヶ
月
間
、
税
法
・
簿
記
等
の
基
礎

研
修
を
受
け
、
税
務
署
で
の
実
務
経

験
を
経
て
、
国
税
調
査
官
・
国
税
徴
収

官
な
ど
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
採
用
さ
れ
た
国
税
局
又
は

国
税
事
務
所
管
内
に
お
い
て
、
随
時

転
勤
が
あ
り
ま
す
。

　
採
用
試
験
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

　
⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

　
　
22
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　
　
す
る
見
込
み
の
者

　
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

　
　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

　
大
学
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間

　
４
月
１
日（
水
）〜
４
月
14
日（
火
）

■
申
込
書
提
出
先

　
希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
を
所
轄

　
す
る
国
税
局
又
は
国
税
事
務
所

■
試
験
日
等

　
＊
第
一
次
試
験
　
６
月
14
日（
日)

　
　
教
養
及
び
専
門
試
験
（
多
枝
選

　
　
択
式
）・
専
門
試
験
（
記
述
式
）

　
＊
第
二
次
試
験

　
　
７
月
21
日
（
火
）
〜
28
日
（
火
）
の

　
　
い
ず
れ
か
１
日
　
　

　
　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

■
試

験

地

　
＊
第
一
次
試
験
　
松
本
市･

さ
い
た

　
　
ま
市
・
東
京
都
・
名
古
屋
市
　
他�

　
＊
第
二
次
試
験
　
さ
い
た
ま
市
・

　
　
東
京
都
・
名
古
屋
市
　
他

　 

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　 

試
験
係

　
　 

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

　
　 

（
内 

２
０
９
５
・
２
０
９
７
）

　 

諏
訪
税
務
署 

総
務
課

　
　 

☎
５
７
‐
５
２
１
０

月の納税等3
後期高齢者医療保険料

国民健康保険料／保育料

上下水道使用料／住宅使用料

※毎週火曜日は午後7時まで夜間納税窓口を開設して
　います。ご利用ください。

納期限・振替日は3月31日（火）です

※２月号に掲載しました、「濱　みやび」さんのお母さんの
　お名前が「あきほ」さんでなく「あきは」さん。また氏は「濱」
　でなく「　」の誤りでした。訂正しお詫び申し上げます。

問

申
込

問

申
込
書
請
求
先

℻

問 有
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◆法律相談 　　　 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談 　 社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

立沢・瀬沢新田・桜ヶ丘

3月17日（火）・24日（火）・31日（火）
4月7日（火）

3月19日（木）

4月06日（月）

富士見地区

4月02日（木） 本郷・落合・境地区

3月19日（木） 本郷・落合・境地区

4月02日（木） 富士見地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

3月（3月11日～4月10日）
休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

結 婚 相 談
3月17・24・31日（火）
4月5日（日）
午後1時～午後6時

3月11日（水）
4月8日（水）
午後2時～

フリースポーツデー

地域スポーツクラブ
平成21年度会員募集

4月10日（金）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

町民センター

キンボール技術講習会 第2体育館

3月27日（金）
午後7時30分～

主な行事主な行事

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

税 理 士
無 料 税 務 相 談

4月8日（水）
午前10時～正午

町民センター

茅野広域
シルバー人材センター

☎73-0224

心 配 ごと 相 談
3月13日（金）
午前10時～午後3時

役場3階  301会議室出 張 年 金 相 談
4月1日（水）
午前10時～午後3時

町民センター行 政 相 談
3月13日（金）
午前10時～午後3時

コミュニティ・プラザ法 律 相 談
4月10日（金）
午後1時～午後5時

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

女 性 の た め の
悩 み 相 談

一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

シルバー人材センター
入 会 説 明 会

くら ガイドくらしし ガのの イド

20日（金・祝）
高 原 病 院
☎62-3030

15日（日） 高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

22日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

29日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

05日（日） 未　　定
ミツワ西友薬局
☎62-7586

ミツワ西友薬局
☎62-7586

藤 沢 薬 局
☎62-2106

月　　日 当  番  医 当番薬局

3
　
　
　
　
　
月

4
月

14日（土）

15日（日）

20日（金・祝）

21日（土）

22日（日）

28日（土）

29日（日）

04日（土）

05日（日）

4 

月

3  

　
　
　
　
　
月

坂 本 鉄 工 所

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

６２-２０６５

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６４-２６４９

６５-３２１３

３１５３

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

８９４０

５３９６

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

小学校入学式　富士見小　午前10時30分～
　　　　　　　本 郷 小　午前10時30分～
　　　　　　　落 合 小　午前10時35分～
　　　　　　　境　　小　午前10時20分～
中学校入学式　富士見高原中　午後1時～
　　　　　　　南　　　　中　午後1時～

小学校卒業式　富士見小　午前9時10分～
　　　　　　　本 郷 小　午前9時10分～
　　　　　　　落 合 小　午前9時20分～
　　　　　　　境　　小　午前9時20分～

中学校卒業式　富士見高原中　午前8時40分～
　　　　　　　南　　　　中　午前9時～

4月3日（金）

4月2日（木）
午前10時～

入　園　式 各保育園

3月15日（日）
午前9時30分～

3月～随時
海洋センター
町民センター

3月19日（木）
4月9日（木）
午前10時～

町民センター
地域スポーツクラブ事業
いきいきストレッチ

3月13日（金）
4月10日（金）
午後7時～

町民センター
地域スポーツクラブ事業
すくすくスポーツデー

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

全日本ソリ最速王
決定戦

富士見高原スキー場

3月24日（火）
午前10時～

3月22日（日）
競技開始
午前10時30分

卒　園　式 各保育園

3月18日（水）

3月17日（火）

問
要予約

有

有

問 有



こんにちはこんにちは
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地 域 乳 幼 児 相 談

乳 幼 児 相 談

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134
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◆相談・教室

3月12日（木）

3月18日（水）

4月10日（金）

3月18日（水）

4月10日（金）

3月25日（水）

4月02日（木）

4月07日（火）

4月09日（木）

3月16日（月）

3月26日（木）

3月11日（水）

午前10:15～11:00

午前09:30～10:30

子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

保健センター

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

有

ガイド子子 ガイド健康健康 3月3月（3月11日～4月10日）

◆健康診査・予防接種

4ヵ月 児 健 診

7ヵ月 児 健 診

10ヵ月児健診

ポ リ オ

3 種 混 合

2歳児歯科健診

B C G

平成20年11月生まれ

平成20年07月生まれ

平成20年08月生まれ

平成20年04月生まれ

平成20年05月生まれ

平成19年1月～2月生まれ

平成20年10月3日～平成21年1月2日生まれ

平成20年06月～平成20年11月生まれ（1回目）

平成19年12月～平成20年05月生まれ（2回目）

生後6ヵ月～7歳6ヵ月

午後0:40

午後1:00

午後1:40

午後1:00

午後1:30

午後1:15～1:50（受付）

保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 集　合　時　間 会　　場

富士見町健康カルタ

と の

健康ふじみ２１健康ふじみ２１

いきいき通信いきいき通信いきいき通信

親親

◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200
◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200

◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134
◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134

心の風邪“うつ病”に注意!!
― 富士見町健康づくり計画「健康ふじみ21」
　　　　　　　　　　　　　を推進しています ―

　「年だから元気がないのは当たり前」「物忘れは仕

方がない」と思ってあきらめていませんか？ 年や認

知症だから治らないと思っていた症状が、実は“う

つ病”である場合がありますよっ!!

　大切な家族や友人を亡くしてしまう、定年などで仕事を
失う、病気にかかるなどが引き金となり、身体には原因が見
当たらない不調感や不全感などを引き起こす病気です。
・からだの訴えは…寝つきが悪い、疲労感、頭が重い、めま
　い、食欲低下、下痢・便秘が続くなど。
・こころの訴えは…妄想や死にたいと訴える、おっくうがっ
　たり、物忘れが酷くなる、不安、イライラなど。

　女性は思春期や妊娠・出産期、

更年期などライフステージに応

じてからだが変化します。また、

男性に比べて平均寿命が長いこ

とから、生涯を通じて健康で明るく充実した日々を

自立して過ごすためにも、自分の体調の変化や健康

について関心を持ちましょう。

　町では、20歳以上の方を対象に子宮がん検診を、

40～74歳の方を対象にマンモグラフィ（乳がん）検

診を２年に１回実施しています。

　女性特有の病気である子宮がん・乳がんは、早期

に発見することにより生存率が大幅に高まります。

20歳になったら子宮がん検診を受けましょう。

　また、乳がんは自己検診でも発見することが可能

です。自己検診を月１回実施し、40歳になったらマ

ンモグラフィ検診を受けましょう。

　乳がんの自己検診は、乳房を観察し、触れること

で確認します。詳しい検診法について知りたい方は、

保健センターまでお問い合わせください。

「歯みがきで  80歳まで  自分の歯」
池袋　功 力 啓 子 さん

3月1日～8日は

「女性の健康週間」です

“うつ病”とは？

㈰家族や信頼できる友人などに、今のつらい気持ちを話し
　て、協力してもらうことを考えてみましょう。
㈪仕事や家事などは、とりあえず今やらなければならない
　ことだけを処理するようにして、できるだけ自分の負担
　を軽くする工夫をしましょう。
㈫できるだけ決まった時間に起床し、決まった時間に床に
　つくようにして、生活のリズムを整えましょう。
㈬自宅療養は有効なうつ対策。仕事や会合などに行くのが
　とてもつらいときには、無理に行かずに、完全休養を心
　がけましょう。
㈭心の健康がよくないときは、適切な判断ができにくくな
　っています。人生にかかわるような重要な事柄について
　の決定は先延ばしにしましょう。
㈮早く発見すれば早く治る病気です。時間が経てば自然に
　治るとか、自分でなんとできると考えず、医療機関に相
　談しましょう。

“うつ病”にならないための日常生活のヒント

問

有有 有有
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　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、どう

ぞ応援をよろしくお願いします。

　今月は、栂沢で『�シモクラ』をお父さんと一緒に営む下倉直樹さんをご紹介します。

～若い力を明日へ～～若い力を明日へ～ 第10回第10回

下倉直樹さん（28歳  富里）

『�シモクラ』 経営

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

給油・洗車・オイル交換・車の軽整備・自動車保険の取り扱い等をしています。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

学生時代までは家業を継ぐということは考えていませんでしたが、最終的に
自分らしく生きられる職業として、この仕事を選びました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

自動車業界の不景気に始まり、自分自身がまだまだ未熟だと考えさせられる
時がよくあります。苦労しない仕事は ｢ない｣ ということでしょうね。（笑）

Q４ この仕事をしていて良かったことは？

今後の抱負をお聞かせください

お客様に ｢ありがとう｣ と笑顔で言ってもらえた時です。

Q５
これからも初心を忘れることなく、日々努力していきたいです。

最後に一言!最後に一言!
厳しい時代になりましたが、自分なりに時代に合わせ、柔軟性を持って地域社会に
貢献していきたいと思います。

■当スタンドでは、タイヤの空気圧点検やエンジンルームの点検などを無料で行
　っています。どうぞ、ご利用ください。また、お車のことで気になることがありま
　したら、お気軽にご相談ください。

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆
さんをご紹介しています。

▲オイル交換中です

第4回“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”
　「ひなまつり」は「桃の節句」とも呼ばれ、桃の花、白酒、ひしもち、あられなどを
お供えする習慣があります。発祥は中国からと言われ、3月の最初の巳（み）の日
に身を清め、魔よけとして身代わりに小さな人形を作り、災難を代わってもらうと
いう習慣がありました。その人形に、感謝と供養を込めてご馳走をするようになっ
たのが、ひなまつりの始まりと言われています。

高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味

㈫

㈬

㈭

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈰

㈪

㈰古代米とぎんなんのごはん……米３合に古代米大さじ１・ぎ
んなんを適量入れて炊く。ごはんを桜の形に抜き、桜の塩漬けを
添える。古代米が入って淡い桜色に炊き上がります。ぎんなんは
せき・精力増強・膀胱炎などへの薬効果があります。

㈪豚ロースのビール煮……作り方右記参照
㈫生鮭のムニエル・……生鮭に塩・こしょう・小麦粉をつけ、フラ
イパンで１５分位焼く。白ワインをふり、薄くスライスした玉葱・輪
切りのピーマン、とろけるチーズをのせ、蓋をして更に焼く。

㈬大根と生ハムのサラダ……大根･人参・きゅうりを極細せん
切りにし、生ハムで巻く。好みのドレッシングをかける。�

㈭三色ゼリー･･････ひしもちをイメージした三色のゼリー（いちご・
牛乳・抹茶） 【提供：富士見町食生活改善推進協議会】

〈 ひなまつりの 献立 〉

ひしもち

白は雪、緑は若草、紅は桃の花で、冬が去って春になること
を表しています。また、ひし形は心臓の形を表しており、丈
夫に暮らせるようにという願いも込められています。

３月３日
　ひなまつり
３月３日
　ひなまつり

〈材料〉豚ロース（サイコロ切り）３６０ｇ　塩・こしょう・小麦
　　　  粉：適量　 油：適量　 にんにく：１/２個　 玉葱：大1個
　　　  ビール：２５０～３００ｃｃ　 水：適量　ブイヨン：１/２個
　　　  トマトピューレ：５０ｃｃ 　デミグラスソース：４号1缶
　　　  付け合せ…にんじん・じゃがいも・エリンギ・ブロッコ
　　　　　　　　  リー：各適量

㈰豚ロースに塩・こしょう・小麦粉をふる。
㈪油を入れ熱したフライパンに、押しつぶしたにんにくを入
　れ（後で取り出す）肉の表面を焼く。
㈫深鍋に油を入れ、くし型切りにした玉葱を炒め㈪の肉・ブイ
　ヨン・ビールを入れる。
㈬付け合せの野菜は食べやすい大きさに切り㈫の中に加え、
　材料が浸る程度水を足して、肉が軟らかくなるまで1時間
　ほど弱火で煮込む。�
㈭デミグラスソース・トマトピューレを入れ味を整える。
※ブロック肉もビールを入れて煮込むと柔らかくなります。

『豚ロースのビール煮の作り方』（６人分）
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題題題題話話

こ だい まい ばく しゅ

　時中舎は人生哲学を学ぶ心学講舎で、地元の皆

さんの手により長年続けられてきました。

　今年は開講200年を迎え、2月8日 松目公民

館で記念講演会を開催。会場一杯に集まった地元

の皆さんは、講演に熱心に耳を傾けていました。

「時中舎」 開講200周年

　2月1日 入笠山において、地域スポーツクラブ

主催のナチュラルウォーキングが行われました。�

　前日の降雪で、入笠山は一面白銀の世界。参加

された皆さんは、スノーシューをつけて真新しい雪

の上に足跡を残す感動を味わいながら、冬山ウォ

ーキングを楽しみました。

　今回のコースでは、伊那谷から北アルプスまで

広がる大パノラマも堪能でき、山小屋でいただい

た熱々のトン汁とともに冬を満喫した一日でした。

入笠山の冬をスノーシューで満喫！

　古代米を生産している住民グループ「元気を出

すぞ蔦木宿の会」は、町の新しい特産品づくりをと、

町・酒造会社との協働で、古代米を使った地ビール

の製品化を進めています。�

　昨年12月に330mlビン約2,000本分を醸造、

2月上旬には古代米特有の濃い紫色が生きた地ビ

ールが完成し、試飲が行われました。

　「古代米麦酒」と名付けられたこのビールが、今

後特産品として大きく成長するよう期待が高まり

ます。

富士見の地ビール「古代米麦酒」完成！

　1月18日 コミュニティ･プラザにおいて、10回

目となる「つけものフェア」が開かれました。�

　定番の野沢菜漬けの他、大根・ヤマゴボウ・キク

イモなど各家庭オリジナルのつけもの38品が紹

介され、来場された皆さんは一品一品味わいなが

ら話をはずませていました。

　この「つけものフェア」も今回が最後ということで、

会場からはなごりを惜しむ声が聞かれましたが、こ

れからも信州ならではのつけものの味を大切にし

ていきたいですね。

最終回！ つけものフェア

▲心学講舎「参前舎」舎主 小山止啓さんの記念講演

▲試飲をする「元気を出すぞ蔦木宿の会」
　の皆さん

こ だいまい ばく しゅ
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　2月15日 富士見高原スキー場で「第4回 雪像

コンテスト」が開かれました。�

　18組のファミリーがお城や動物、マスコットキャ

ラクターなどを思い思いに制作、ゲレンデの一角

が楽しい雪の国になった一日でした。

町 の町 の町 の町 の

　今月は、富里区の守り神｢道祖神｣と｢氏神様｣を名取司郎さんと植松哲郎さんに

ご紹介いただきました。

　富里は明治37年の富士見駅開駅に伴い、大正３年に区として形成されまし

た。当時の富里地籍は瀬沢新田からとちの木に続く茅の原でしたが、富士見駅

ができ近隣集落から人々が移り住みました。また、鉄道工事に携った県外の人

もたくさん入ってきました。富士見駅から富里の線路沿いは、蒸気機関車に水

を送るための給水管が敷設され、現在も地下には当時の土管が残っているそう

です。懐かしい歴史ですね。

　瀬沢新田から移り住んだ人たちは、道祖神を建て地域の平安を祈りました。

今でも毎年４月には「道祖神祭り」を行っているそうです。

　また、通称「氏神様」（富里の諏訪神社）は、富里区になった際茅

葺だったほこらを瀬沢区から譲り受けたもので、昭和14年に正

式に「富里諏訪神社」になりました。毎年10月には秋祭りを開催、

また上社の酉の祭りには今でも幟を立てお祀りしているそうです。

　近隣の皆さんは、赤ちゃんが生まれるとこの神社と道祖神にお

参りし、お赤飯をお供えするのが慣わしになっているということ

で、道行く人にもお赤飯をおすそ分けし、子どもの成長を祈りま

した。今でも時折見られるこの微笑ましい光景が、これからもず

っと続いてほしいですね。

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第17回 『区民の守り神  道祖神と氏神様』 富 里

次回は桜ヶ丘をご紹介します。

▲明治43年に建てられた道祖神

▲氏神様（富里諏訪神社）

ゲレンデは楽しい雪の国

　2月11日 清泉荘において町高齢者クラブ連合

会の演芸会が盛大に開催されました。

　踊り、カラオケ、演劇と多彩に披露された42の

プログラムは、時間を忘れるほど見ごたえ聴きごた

えがあり、250人を超える観客の皆さんからは、声

援やおひねりが飛び交いました。�

　仲間の皆さんとともに歌ったり踊ったり、ひとつ

のステージを力を合わせてつくり上げる楽しみも、

若さの秘訣ですね。どうぞ、これからもお元気で、益々

ご活躍ください。

熱気に満ちた高齢者クラブ演芸会
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姉妹町西伊豆だより西伊豆だより

佳 作

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　西伊豆町内の4郵便局が西伊豆町の夕陽や風景

を題材としたオリジナルフレーム切手を作成し、2

月2日から販売を開始しました。

　大田子海岸や堂ヶ島などの夕景や、三四郎島や

安良里港、西天城高原や黄金崎公園に咲くヘメロ

カリスなど、切手には「夕陽のまち西伊豆町ふるさ

とフォトコンテスト」の入賞作品が採用されています。

　郵便局では「新聞の掲載を見た」と、町外から買

い求める方もいらっしゃるとのことで、売れ行きは

まずまずの様子です。

　「美しい夕陽や風景を多くの人に知ってもらいた

い」という西伊豆町の想いが、全国に届く日も近い

かもしれません。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『半　鐘』
雨　宮　　　泉

（富里）

◆町 の 人 口　平成２１年２月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,429人（－10）
　　　　　　　男 7,589人（－11）　女 7,840人（＋1）
　　　　　　　世帯数／5,666世帯（－14）
◆発　行　日　平成21年3月1日
◆編集・発行　富士見町役場 総務課
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

景観遺産部門【おたから景観賞】

「夕陽のまち西伊豆町」 の風景が切手になりました「夕陽のまち西伊豆町」 の風景が切手になりました

　誰しも心の中にいくつか記念日を持っているもの。目標が
達成できた日、とびきりの出来事があった日、結婚記念日、子
どもの誕生・・・。自分への挑戦や人との出逢いの中で訪れる
大切な日は、人生の布石となり、心を温めてもくれます。ひと
り静かに胸の内で、また、家族とともににぎかに、特別の日を
祝いたいですね。�
　そしてもうひとつ、私たちの町の「富士見の日」。町民み
んなでお祝いできる記念日があるって、すばらしいこと！ 町
中で手をつなぎ我が町の発展を祈る、そんなほのぼの記念
日は、郷土への愛と地域の優しいつながりを深めてくれたこ
とでしょう。「2月23日 富士見の日」を来年も再来年も、そ
れからずっと先までつなげていきたいと思います。（尾沼）

編 集 後 記

西伊豆町の夕陽や風景を題材にした切手

▼

ソリ最速王決定戦ソリ最速王決定戦ソリ最速王決定戦
第4回 全日本SORIフェスタ

3月22日(日) ： 富士見高原スキー場
競技開始　午前10時30分

ウインターシーズンの最後をソリレースで楽しみましょう。

ただ今参加者を募集しています。詳しくは富士見高原スキ

ー場（☎66-2932）へお問い合わせください。

参加者募集中!参加者募集中!


